






ピー(Blackeye と Asontem)を浄化空気(FA 区)、野外空気(NF 区)および 11〜16 時に約
50 ppb のオゾンを添加した野外空気(NF+O3 区)を導入したオープントップチャンバー内
で約 3 ヶ月間にわたって育成した。その結果、NF+O3区で育成した Blackeye の葉にオゾ
ン暴露開始 3 週間後にクロロシスが発現したが、Asontem の葉ではオゾン暴露開始 2 週間
後に褐色化症状が発現した。長期オゾン暴露によって、両品種の葉の純光合成速度と水蒸
気気孔拡散コンダクタンスが低下し、個体乾物成長が低下した。また、両品種の収量は   
オゾン暴露によって有意に低下したが、収量におけるオゾン感受性に有意な品種間差異は
認められなかった。なお、オゾンによる両品種の収量低下の原因は、粒重と１莢あたり  
結実粒数の減少であった。2 品種のカウピーのクロロフィル蛍光パラメータ、クロロ   
フィル濃度、RuBP カルボキシラーゼ/オキシゲナーゼ(Rubisco)活性、活性酸素消去系酵
素活性および抗酸化物質濃度に対するオゾンの影響を栄養成長期と生殖成長期に調べた。
その結果、オゾン暴露によって両品種の葉のクロロフィル濃度がいずれの成長期において
も低下したが、葉の量子収率および Rubisco 活性は生殖成長期に低下した。また、オゾン
暴露によって、両品種において生殖成長期におけるカタラーゼ活性、アスコルビン酸濃度
およびグルタチオン濃度は低下したが、アスコルビン酸ペルオキシダーゼ活性やグルタチ
オンレダクターゼ活性は増加した。したがって、これらの酵素や抗酸化物質は、カウピー
におけるオゾンによって生成される活性酸素種の解毒において重要な役割を果たしている
ことが考えられる。本研究は、アフリカで栽培されている農作物に対するオゾンの長期  
影響を初めて明らかにしたため、アフリカの農作物の成長や収量に対するオゾンの影響の
現状評価や将来予測およびオゾンによる農作物被害の対策に対して極めて重要な基礎的 
知見を与えるものである。 
以上のように、多くの新しい知見を有すること、論文の内容・構成が優れていること、
学術雑誌における原著論文の掲載状況などから、本学位論文審査委員会は全員一致で  
本論文が博士(農学)の学位論文として十分価値があるものと判断し、合格と判定した。 
